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８
月
２
０
日
、
土
曜
日
。
東
京
駅
発
８
時
３

８
分
の
熱
海
行
き
に
乗
車
。
熱
海
で
１
０
時
３

５
分
の
伊
豆
急
下
田
行
き
に
乗
り
換
え
る
。
南

伊
東
駅
で
西
川
夫
妻
が
乗
車
し
て
合
流
。 

 

１
１
時
５
分
、
２
年
ぶ
り
に
懐
か
し
い
川
奈

駅
に
降
り
る
。
降
り
立
っ
た
の
は
、
西
川
夫
妻
、

太
田
、
星
野
（
幸
）
、
川
名
夫
妻
、
奥
村
、
及

川
、
戸
丸
の
９
名
。
宿
で
合
流
の
浮
田
と
で
今

回
は
１
０
名
参
加
。 

 

標
高
１
１
０
ｍ
ほ
ど
の
駅
前
か
ら
海
に
向

か
っ
て
下
っ
て
ゆ
く
。
帰
り
は
１
１
０
ｍ
の
山

に
登
る
の
と
同
じ
だ
。
し
ば
ら
く
下
っ
て
ゆ
く

と
大
き
な
交
差
点
。
左
に
下
る
と
い
つ
も
の
ル

ー
ト
だ
が
、
今
回
は
少
し
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
。

左
の
道
を
見
な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で
ゆ
く
。

コ
ー
ス
が
変
わ
る
と
ま
た
雰
囲
気
も
違
う
。 

 

左
に
真
っ
赤
な
屋
根
の
「
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
赤

い
や
ね
」
と
い
う
店
が
現
れ
る
。
海
の
見
え
る

い
い
感
じ
の
お
店
だ
。
帰
り
に
女
性
数
人
が
こ

こ
で
お
茶
を
楽
し
ん
だ
。
も
う
眼
下
に
は
海
が

見
え
て
い
る
。
台
風
が
近
く
に
い
る
ら
し
い
が

割
と
穏
や
か
だ
。
初
島
や
房
総
方
面
ら
し
き
景

色
も
見
え
る
。
い
つ
も
行
く
イ
ル
カ
浜
の
特
徴

的
な
形
が
見
え
、
た
く
さ
ん
の
人
が
海
を
楽
し

ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。 

 

車
道
が
右
に
大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
と
こ
ろ

で
左
に
下
っ
て
ゆ
く
歩
道
を
降
り
て
ゆ
く
。
昔

か
ら
あ
る
海
辺
の
町
の
生
活
道
路
だ
。
両
手
を

伸
ば
せ
ば
家
に
手
が
届
く
ほ
ど
の
狭
い
路
地

は
風
情
が
あ
る
。
７
体
ほ
ど
の
地
蔵
さ
ん
を
右

に
見
て
、
ど
ん
ど
ん
下
っ
て
ゆ
く
と
海
沿
い
の

道
に
出
る
。 

 
少
し
南
方
向
に
泳
ぐ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
ネ

ッ
ト
情
報
が
あ
っ
た
の
で
向
か
っ
て
み
る
。
小

さ
な
漁
港
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
お
店
が
あ
る
。
な

お
も
進
ん
で
み
る
。
波
が
な
け
れ
ば
ス
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
に
は
い
い
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
や
は
り
台

風
の
影
響
で
無
理
と
分
か
り
、
い
つ
も
の
イ
ル

カ
浜
に
戻
る
。 

 

正
午
頃
イ
ル
カ
浜
の
砂
浜
に
到
着
。
た
く
さ

ん
の
親
子
連
れ
や
若
い
人
で
賑
や
か
だ
。 

 

階
段
辺
り
に
陣
取
り
昼
食
。
台
風
は
ど
こ
へ

や
ら
青
空
と
強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
る
。
日

除
け
に
傘
を
さ
し
て
お
弁
当
を
食
べ
る
。
皆
さ

ん
の
持
ち
寄
り
で
に
ぎ
や
か
な
昼
食
に
な
る
。

星
野
（
幸
）
さ
ん
手
製
の
い
ち
じ
く
の
甘
露
煮

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
２
８
６
号 

２
０
１
６
年 

９
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

台
風
を
か
わ
し
て
伊
東
の
海
と
温
泉
を
満
喫
！ 

鈴
伝
壮
の
温
泉
、
佐
八
の
料
理
、
花
季
の
海
鮮
丼
に
大
満
足
！ 
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は
和
菓
子
の
よ
う
で

と
て
も
美
味
し
か
っ

た
。
冷
た
い
ブ
ド
ウ

や
そ
の
他
の
惣
菜
も

沢
山
で
早
く
海
に
入

り
た
い
が
こ
ち
ら
も

捨
て
が
た
か
っ
た
。 

 

１
２
時
４
５
分
頃
、

海
に
入
る
。
入
り
江

に
な
っ
て
い
る
の
で

台
風
の
影
響
は
そ
れ

ほ

ど

感

じ

な
か
っ
た
。

そ

れ

で

も

波
は
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
て
き
て
い

た
。
入
り
江
状
の
堤
防
の
と
こ
ろ
で

は
魚
が
数
種
類
確
認
で
き
た
。
熱
帯

の
魚
ら
し
き
コ
バ
ル
ト
ス
ズ
メ
？
、

や
黄
色
い
縦
じ
ま
の
小
さ
な
魚
、
黒

い
小
さ

な
魚
の

群
れ
。

他
に
ベ

ラ
や
ハ

ゼ
の
仲

間
も
泳

い
で
い

た
。 

 

海
を

一
番
満
喫
し
て
い
る
の
は
西
川

夫
人
。
波
打
ち
際
で
マ
グ
ロ
よ
ろ

し
く
横
た
わ
っ
た
り
、
海
面
で
上

を
向
い
て
浮
い
て
み
た
り
と
と

て
も
楽
し
そ
う
だ
。
こ
の
日
海
に

入
っ
た
の
は
、
及
川
、
太
田
、
川

名
夫
人
、
奥
村
、
西
川
夫
人
、
戸

丸
の
６
名
。
海
に
入
ら
な
い
川
名

さ
ん
は
ビ
ー
ル
が
だ
い
ぶ
進
ん

で
い
た
よ
う
だ
。 

 

下
山
な
ら
ぬ
駅
に
向
か
っ
て

次
回
は
北
ア
ル
プ
ス
・
白
馬
岳
（
２
９
３
２
ｍ
）
で
す
。 

９
月
１
６
日
（
金
）
～
１
９
日
（
月
・
祝
）
。 

 
 
 
 
 

 

 
 猿

倉
～
山
頂
～
白
馬
鑓
の
予
定
で
す
が
、
大
雪
渓
の
状
態
に
よ
っ
て

は
コ
ー
ス
を
白
馬
大
池
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
変
更
し
ま
す
。 

 

 

※
軽
ア
イ
ゼ
ン
、
防
寒
着
（
寒
い
よ
う
で
す
）
を
用
意
し
て
下
さ
い
。 

 

※
９
月
１
６
日
（
金
）
の
昼
食
は
持
参
。 

 

○
持
ち
物 

初
日
の
昼
食
、
軽
ア
イ
ゼ
ン
、
防
寒
着
、
飲
料
水
、
非
常
食
、 

 

 

カ
ッ
プ
、
雨
具
、
傘
、
ス
パ
ッ
ツ
、
タ
オ
ル
、
ハ
ブ
ラ
シ
、
着
替
え
、 

 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、 

（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙 

 
 

 

 
(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、 

 

ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

参
加
申
し
込
み
者
（
９
月
１
日
現
在
） 

神
吉
、
有
倉
、
三
上
、
川
名
夫
人
、
和
田
、
及
川
、
戸
丸
の
７
名 

●
残
り
１
名
募
集
！ 

現在の収支 

繰越     32165 円 

収入       0 円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代    400 円 

現在高    30765 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
４
４
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

http://www.geocities.jp/hakonegumi1991/ 

集合 ９月１６日(金） 

新宿発 ７時３０分（あずさ３号に乗車） 

白馬着 １１時２８分 

 

●宿泊費用 

(３泊６食弁当込み) 約３万２千７００円 

(山頂個室代 22000円÷人数)一人３千円位 

 他、タクシー代、バス代３～４千円 

 

帰り ９月１９日(月・祝） 

白馬発 １４時３７分(あずさ２６号） 

新宿着 １８時３４分 
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登
山
？ 

標
高
１
１
０
ｍ
の
川
奈
駅
に
汗
を
か

き
な
が
ら
登
っ
て
戻
る
。
女
性
数
人
は
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
に
寄
り
道
。
南
伊
東
駅
下
車
で
宿
に
到

着
。
宿
の
前
に
は
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
温
泉
が
出

て
い
る
。
手
を
入
れ
る
と
間
違
い
な
く
温
泉
だ
。 

 

浮
田
さ
ん
が
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
一
緒

に
２
階
の
露
天
風
呂
に
入
る
。
い
つ
来
て
も
気

持
ち
の
い
い
露
天
風
呂
だ
。
伊
東
線
の
電
車
の

音
が
聞
こ
え
風
が
熱
い
体
を
冷
ま
し
て
く
れ

る
。 

 

部
屋
に
戻
っ
て
ビ
ー
ル
で
乾
杯
す
る
が
、
ま

だ
５
時
。
７
時
で
お
願
い
し
て
い
た
佐
八
に
連

絡
し
て
６
時
開
始
に
早
め
て
も
ら
う
。 

 

１
０
名
で
川
沿
い
の
佐
八
に
入
る
。
お
座
敷

で
改
め
て
乾
杯
。
大
ジ
ョ
ッ
キ
が
本
当
の
大
ジ

ョ
ッ
キ
で
大
き
い
。
お
刺
身
、
金
目
の
焼
き
物
、

桜
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
等
ど
れ
を
と
っ
て
も
美

味
し
い
が
、
こ
の
日
の
一
番
は
な
ん
と
い
っ
て

も
ア
ジ
の
刺
身
だ
。
シ
ョ
ウ
ガ
で
食
べ
る
と
な

ん
と
も
い
え
ぬ
甘
み
が
広
が
っ
た
。
追
加
で
注

文
す
る
。 

 

８
時
過
ぎ
、
宿
に
戻
る
。
も
う
一
度
露
天
風

呂
に
入
る
。
部
屋
で
飲
ん
で
い
た
が
泳
い
だ
疲

れ
か
い
つ
の
間
に
か
何
の
記
憶
も
な
く
朝
に

な
っ
て
い
た
。 

 

８
月
２
１
日
（
日
）、
５
時
半
こ
ろ
目
覚
め
、

３
回
目
の
露
天
風
呂
へ
。 

 

８
時
朝
食
。
い
つ
も
な
が
ら
何
か
ら
食
べ
る

か
迷
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
品
数
。 

 

９
時
３
０
分
、
西
川
夫
妻
が
到
着
し
、
宿
の

前
の
白
い
百
日
紅
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
浮

田
さ
ん
は
体
調
が
今
一
つ
と
い
う
こ
と
で
南

伊
東
の
駅
か
ら
帰
途
に
就
く
。 

 

残
る
９
名
は
歩
い
て
伊
東
の
オ
レ
ン
ジ
ビ

ー
チ
に
向
か
う
。
松
川
沿
い
に
海
に
向
か
っ
て

伊
東
港
方
面
に
進
む
。
陽
ざ
し
は
ま
だ
ま
だ
真

夏
だ
が
、
川
沿
い
を
歩
く
の
は
気
持
ち
が
い
い
。

西
洋
朝
顔
の
青
い
色
が
青
空
に
よ
く
似
合
う
。

川
に
は
カ
モ
の
群
れ
が
い
て
、
大
き
な
錦
鯉
が

悠
々
と
泳
い
で
い
る
。
歩
道
沿
い
に
は
洒
落
た

欄
干
が
あ
り
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
灯
篭
が
付
い

て
い
る
。
大
き
な
ア
オ
サ
ギ
が
川
面
を
見
つ
め

て
い
る
、
小
魚
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

川
沿
い
の
ホ
テ
ル
を
い
く
つ
か
過
ぎ
る
と

左
側
に
「
東
海
館
」
が
現
れ
る
。
昭
和
初
期
に

建
て
ら
れ
た
三
階
建
て
の
和
風
の
旅
館
で
現

在
は
宿
泊
は
出
来
な
い
が
伊
東
市
の
観
光
施

設
に
な
っ
て
い
る
。
土
日
祝
日
は
温
泉
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。
川
の
柳
越
し
に
見
る

建
物
は
風
情
が
あ
る
。 

 

河
口
に
着
く
。
右
側
は
シ
ュ
ガ
ー
ず
が
何
度

か
歌
い
に
来
た
伊
東
市
観
光
会
館
。
こ
こ
で
小

休
止
。
波
は
少
し
高
い
が
青
空
の
下
の
海
は
き

れ
い
だ
。 

 

松
川
に
か
か
る
国
道
の
橋
を
渡
り
、
右
に
あ

る
な
ぎ
さ
公
園
を
周
回
し
て
景
色
を
見
る
。
と

て
も
い
い
と
こ
ろ
だ
。 

 

少
し
北
側
が
有
名
な
海
水
浴
場
の
伊
東
オ

レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
だ
。
昨
日
の
川
奈
の
イ

ル
カ
浜
と
は
規
模
が
違
う
。
荒
れ
気
味
の
海
な

の
に
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
、
若

者
の
グ
ル
ー
プ
で
賑
や
か
だ
。 

 

一
番
手
前
の
堤
防
の
日
陰
に
陣
取
り
西
川

夫
人
、
太
田
、
奥
村
、
戸
丸
の
４
人
が
さ
っ
そ

く
海
に
入
る
。
波
は
か
な
り
高
い
が
ま
だ
遊
泳

禁
止
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
波
を
楽
し

む
に
限
る
と
い
う
こ
と
で
少
し
先
の
砂
浜
に

行
っ
て
波
に
戯
れ
る
こ
と
に
す
る
。
波
に
身
を

任
せ
て
い
る
と
飲
み
込
ま
れ
て
方
向
が
わ
か

ら
な
く
な
る
。
足
が
つ
い
て
い
た
と
思
っ
た
ら

深
い
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
か
れ
る
。
大
き
な
う

ね
り
が
時
々
や
っ
て
き
て
砂
浜
に
た
た
き
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
押
し
返
さ
れ
る
。
短
い
時
間

だ
が
海
と
一
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
ビ
ー

チ
の
無
料
シ
ャ
ワ
ー
で
海
水
を
流
し
、
公
園
の

ト
イ
レ
で
着
替
え
て
、
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
。

西
川
夫
人
が
昨
日
か
ら
予
約
し
て
お
い
て
く

れ
た
、
海
鮮
丼
が
美
味
し
い
「
花
季
（
は
な
ご

よ
み
）
」
に
向
か
う
。
来
た
道
を
戻
り
公
園
か

ら
５
０
０
ｍ
ほ
ど
南
に
行
っ
た
「
波
止
場
入
口
」

の
信
号
の
と
こ
ろ
に
店
は
あ
っ
た
。
静
岡
の
生

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
各
々
の
３
種
の
希
望
の
お

刺
身
を
乗
せ
た
豪
華
な
海
鮮
丼
が
来
た
。
皆
大

満
足
だ
。
器
も
い
い
し
盛
り
も
い
い
お
刺
身
の

量
も
大
満
足
だ
っ
た
。
１
８
５
０
円
也
。 

 

伊
東
駅
ま
で
歩
く
、
途
中
で
西
川
夫
妻
と
お

別
れ
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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★
白
馬
岳
日
程 

 

９
月
１
６
日(

金
）
～
１
９
日(

月
・
祝
） 

 
 

北
ア
ル
プ
ス
・
白
馬
岳
３
泊
４
日 

 
 

 

白
馬
岳
日
程
。（
３
泊
４
日
） 

 

１
６
日
（
金
）
歩
行
１
時
間 

 
 

朝
、
東
京
発
、
猿
倉
～
白
馬
尻
小
屋
泊
。 

 

１
７
日
（
土
）
歩
行
５
時
間 

 
 

大
雪
渓
経
由
山
頂
、
白
馬
山
荘
泊
。 

 

１
８
日
（
日
）
歩
行
５
時
間 

 
 

白
馬
三
山
の
稜
線
～
白
馬
鑓
温
泉
泊
。 

 

１
９
日
（
月/

祝
）
歩
行
３
時
間
４
０
分 

 
 

猿
倉
か
ら
東
京
へ 

 
 

 
 

△
行
き 

 

９
月
１
６
日(

金)
  

 

新
宿 

７
時
３
０
分
発 

あ
ず
さ
３
号 

 

 

白
馬 

１
１
時
２
８
分
着 

 
 

 

△
帰
り 

 

９
月
１
９
日(

月)
  

 

白
馬 

１
４
時
３
７
分
発 

あ
ず
さ
２
６
号 

 

  

新
宿 

１
８
時
３
４
着 

 
 


